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(Antibody-dependent enhancement: ADE)によるという 2 つのメカニズムが重要視されて







  ミャンマー国の Pyinmana 病院、および Mandalay 小児病院にいて 2004 年と 2006
年に臨床的に DHF/DSS と診断された患者 160 名から急性期と回復期のペア血液
を採取した。血清サンプルは長崎大学熱帯医学研究所で開発した IgM-Capture 





【結  果】 
(1) 臨床的に重症デング感染と診断された 160 名の患者のうち 139 名が実際には
デングウイルスに感染していた。  
(2) 検体量が十分であった 94 例については中和抗体を解析し  13 例(14%) が一
次感染、81 例(86%)が二次感染であった。  
(3) 一次感染で発症したデングウイルス感染でも重症度 I から IV そして最も重症
な DSS まで広く分布していた。  
(4) 一次感染で重症化した患者では一次感染のデング熱患者や二次感染患者と比
較して有意に高い IgM 抗体価を示した。  
(5) 移行抗体の存在が否定される 1 歳以上の患者においても一次感染で重症化し
た例を確認した。  






症化には ADE によらない重症化機序が存在することを示していると考えられる。 
デング感染、特に二次感染時にはきわめて高い抗体産生があることがわかっており、
一次感染時と比較して 10～100 倍もの特異的 IgG 抗体が産生される。しかし今回の定
量的解析においては IgG 抗体価と重症度の相関は認められず、抗原刺激（ウイルス抗
原産生量）と重症度とは必ずしも相関するものではないと考えられた。今後、デングウイ
ルス感染の重症化メカニズムを解明するうえで、これまで研究されてきた二次感染での
宿主の免疫応答の関与に加えて、ウイルス側因子についても十分な探求を行う必要が
あると思われる。 
 
